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帝が使節を派遣して琉球国王を任命するのに応え

て、琉球国王も使節を派遣して献上品を進呈し、

同時に貿易を許可されるという関係である。皇帝

の派遣する使節を冊封使といい、琉球国王の派遣

する使節を進貢使と言う。この冊封と進貢にもと

づく国家関係は、政治と経済の関係ということに

なる。琉球の大交易時代といわれる15～16世紀

の中継貿易も、基本的には中国王朝と琉球王国の

冊封・進貢関係を前提として成り立っていた。つ

まり、琉球人は中国王朝へ献上する進貢品を入手

するためという理由で、東南アジアまで出かけて

いって貿易することができたのである。

冊封・進貢関係に付随して文化交流も盛んに行

われた。この面では、特に琉球から中国の最高学

府（国子監）へ派遣される官生と福州へ派遣され

る勤学人が重要な役割を果たした。官生とはいわ

ば国費留学生のことで、中国政府が一切の学費を

負担する。勤学人とは福州へ派遣される私費留学

生である。官生・勤学人などは中国の先進文化を

琉球へ持ち帰る役割を担っていた(5)。

政治・経済・文化の面での交流に加えて、海上

で遭難して漂着した難民の救助・送還も絶えず繰

り返された(6)。中国大陸へ漂藩した琉球難民は

中国当局によって手厚く救謹されて琉球へ送還さ

れ、また琉球へ漂着した中国人や朝鮮人も琉球側

の手厚い救漣によって福州経由で送還された。

以上のように、中国と琉球の間では、冊封使や

進貢使、官生や勤学人、漂着難民など多くの人間

が往来するのに付随して、多くの物資や情報がも

たらされた。中国と琉球の間の人・物・情報の交

流拠点は､中国側では、福州の琉球館であった。

そこで、以下、福州琉球館が中国と琉球の交流史

のなかで、具体的にどのような役割を果たしてい

はじめに

沖縄には数百年にわたる中国との交流を示す史

跡が少なくない。那覇市の孔子廟や明倫堂、天妃

宮、天使館跡、御物城跡、福州園などの外、恩納

村唐人墓や石垣市唐人墓などもその一つである

(1)。首里城が中国との交流の中心であったこと

は言うまでもない(2)。

中国の側にも琉球との歴史的交流を示す遺跡は

数多い。中国の中でも福建省は琉球との交流の窓

口であったので、琉球人墓（琉球墓園）・柔遠駅

(琉球館）跡、琉球察夫人廟・金将軍廟など、多

くの史跡が存在する(3)。

以上のような沖縄や中国にある交流の史跡は、

ほとんど中国の明王朝と精王朝の時代の中琉関係

を示す史跡である。明王朝は1368年から1644年

まで、滴王朝は1644年から１９１１年まで続いた王

朝であるが、この二つの王朝の時代に．琉球は王

国として認められ、５００年余にわたり公的に中国

と交流したわけである。

この間の中国と琉球との交流を特徴づけるの

は、第一に川封と進貢である(4)。中国王朝の皇
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たのかという視点から、福州琉球館をめぐる諸問

題を検討してみたい。

三藩の乱で破壊され、五年後に再建されている。

さらにまた、嘉慶九年（1804年）には失火で全

焼した後、再建されている。このように、琉球館

は清代だけでも何回も改修・再建工事が行われた

が、一貫して琉球の専用施設として存在し続けた．

中流関係を維持する上で、琉球館は重要な機能を

帯びていたからである。それでは、次に琉球館の

機能や用途について検討し、中琉関係史の'１１でど

のような役割を果たしていたのかを考察してみた

い（10)。

福州琉球館の名称と構造

まず、福州琉球館の名称と榊造について検討す

る。明代初期の永楽三年即ち１４０５年には福州に

市舶太監府という対外関係を処理する機関が設置

されたけれども、琉球が1372年に明王朝と正式

交渉を開始してから約一世紀の間は、琉球使節を

受け容れる窓口は福州ではなくて、その南の泉州

であった。というのも、この間、泉州にも対外関

係を担当する市舶提畢司が置かれ、その下部機関

として周辺属国の使節を接待するための来遠駅や

進貢品を保管する進貫厳などがあったからであ

る。しかし、明代の成化年間（１５世紀の60～７０

年代）に市舶提學司が泉州から福州へ移蛎すると、

福州の東南の水部門外（河口地区）に懐遠駅が設

置され、琉球使節の宿泊所として使用されるよう

になった．さらに一世紀後の萬暦年間に、広州の

懐遠駅と区別するために柔遠駅と改称さたが、事

実上、琉球使節団の専用施設となったので、琉球

館と通称されるようになる(7)。つまり、琉球館

の正式名称は泉州の来遠駅から福州の懐遠駅を経

て柔遠駅となり、琉球人の専用施設化にともなっ

て琉球館とも称されるようになったわけである。
蚊ず

なお、柔遠と}ま、遠人を柔ける、遠くから来た異

中琉関係史における琉球館の役割（用途
と機能）

琉球館はまず第一に、進貢使節団や随員及び福

州駐在の琉球役人たち（存留官伴）の宿泊施設兼

執務所として用いられた。いわば琉球国の中国に

おける出先機関、つまり大使館としての機能を果

たしていたわけである（但し、現在の外国大使館

のような特権を認められていたわけではなく、全

く中国当局のコントロールの下に置かれ、「把門

官」「把駅官」などという中国側官吏や護衛の武

官も琉球館内の建造物の中に常駐していた)。

明清時代、琉球国はほぼ二年一貫、つまり二年

に－回の進貢便の派遣を認められていたので、約

三百名の人員が二隻の進貢船に分乗して福州へ派

遣された。また進貢使節団を迎えるための接貢船

一隻（150名乗り）の派遣も認められていたので、

毎年150名ないし300名の琉球人が福州へ渡った

わけである。彼らは琉球館内の最大施設（房舎・

廟楼・楼屋・左右十間などと称される木造二階建

の長屋）に居住したが、その規模は時期によって

多少変化している（11)。宿泊中の生活費（食料

費・燃料費など）は全部中国側の負担である。

もっとも、進貢使節団は進京・存留・摘回の三

つのグループに区分され、進京グループ（１８～

25人）は進貢品を持って北京へ赴き、摘回グルー

プは福州での貿易が済み次第帰国し、存留グルー

プ（14～１５人）は琉球館に駐在して中琉関係事

務の処理に当たった。存留役人の任期は約三年で、

交替する。この間の琉球人の宿泊施設・執務所と
して、琉球館はなくてはならない施設であったわ
けである。

国人を優待する、という意味である。

次に琉球館の構造（規模）とその沿革について

概観しておきたい。明代の嘉靖三○年代（１５５０

年代）に高岐が編集した『福建市舶提學司志』に

よると、柔遠駅（琉球館）は多くの建物から構成

されていた（図１を参照)。明末清初の頃の琉球

館の規模については『歴代宝案』に記載があり(8)、
それによると、頭門・儀門・大堂・月台・左右両
房舎二十二間などの建造物と、周囲を囲む塙があ
ったことがわかる。深沢秋人氏の研究（９）によ

ると、清代には琉球館は16回もの改修工事が行わ

れているが、その内、７回は大規模な改修工事で

あった（表１を参照)。たとえば、明補交代期の
順治五年（1648年）には福州琉球館は戦火によ

って焼失し、２０年後の康煕七年（1668年）に再
建されている。また康煕一三年（1674年）には

－３１０－
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第二に、琉球館は中流貿易センターとして機能

し、中琉関係における巌も重要な役割を担ったこ

とに注目したい。進貢船や接賞船の積載貨物はま

ず琉球館へ運び込まれ、そこで球商（客商）と称

される中国商人へ売り渡されるとともに、球商

(客商）が中国各地で購入した商品も琉球館へ持

ち込まれて、貿易されることになっていた（12)。

この間の琉球館貿易のプロセスはやや複雑である

が、貿易開始の手続き・貿易業務の経路・貿易完

了の報告経路・情冊（貿易品＝免税品リスト）の

作成と報告の各段階について、監督者・担当者の

職名によって図示すると、図のようになる（図２

を参照)。ここで、特に注目したいのは±通事と

球商（客商）である（13)。

土通事とは河口通事とも言われ、中国人で琉球

語の通訳を担当する中国側官僚組織の一員である

が、この土通事が琉球側の存留通事と絶えず接触

し、琉球館における貿易の実況を毎日上司へ報告

し、貿易が完了すればその旨上司へ報告する義務

を負うだけでなく、貿易の完了が予定された日よ

りも遅れた場合には、その責任を追及されて拘束

されることもあった（14)。

他方の球商（客商）について言えば、琉球館付

きの中国商人として御用商人的な性格を帯びてい

たので、琉球側の注文品を調達するために福州以

外の中国各地へも出かけて貿易活動に従事するこ

とが認められていた。従って、琉球館の琉球役人

は球商（客商）との間で、購入代金の前渡しによ

る注文品購入契約を結び、球商（客商）を通じて

中国各地から必要な注文品を調達することができ

たのである（15)。球商、即ち琉球館付きの中国

商人（客商）たちは十家球商と言われる有力商人

団を形成し、球商会館という同業者の活動拠点を

運営して中国側当局とも対等に交渉・往来できた

ので、社会的にも高い地位を占めていたと思われ

る（16)。琉球館貿易はこの土通事と球商（客商）

に大きく依存していたわけである。

第三に、琉球館は中琉文化交流の拠点として機

能したことにも留意しておきたい（１７)。進貢船

や接貢船で派遣される琉球使節の中には．勤学人

と称される私費留学生も含まれた。向学心に燃え

た琉球の青年たちは勤学人即ち私費留学生として

福州へ渡り、一定期間（平均三年あるいは六年〉

福州琉球館に滞在して、中国の先進文化や技術を

学ぶ機会を与えられた。後に琉球の文化人として

日本国内でも有名になる名護親方程順則なども、

青年時代に福州で勤学人として修業した－人であ

る。琉球の勤学人即ち私費留学生たちは琉球館の

中で集団で学習する外、個人的に中国人の師匠つ

まり家庭教師を琉球館へ招いて、中国の先進文化

や技術を習得したので、この間、琉球館は勤学人

とその師匠を中心とする中琉文化交流の拠点とも

なったわけである（18)。

康煕年間の17世紀90年代に勤学人の師匠を勤

めた中国人の王登鑪という人などは『柔遠駅草』

という詩文集を適しているが、その中には琉球館

から周囲の風景を眺めて詠んだ漢詩のほか、「金

浩然の中山に帰るを送る」とか「程寵文に寄る」

などの琉球人との心のこもった交流を示す多くの

漢詩が含まれている。また、勤学人の程順則（程

寵文）は、琉球館で陳元輔という中国人師匠につ

いて学習し、生涯を通じて師弟関係を結び、深い

交流を続けた（19)。なお、程順則は後に『指南

広義』を著作し、その附録として「河口柔還駅記」

や「柔遠駅土地祠記」「柔遠駅崇報祠記」などを

書いて琉球館内の施設の沿革と実像を紹介してい

る。

第四に、琉球館は漂着琉球人の収用・送還セン

ターとしても機能したことに注目したい。琉球船

舶の中国漂着件数は明清時代を通じてどれほどの

件数に達したのか正確にはわからないが、清代

(順治～同治の230年間）についてみると、進貢

船などの公用船の遭難件数は65件、民間船の遭難

漂着件数は324件、その内乗船者数は5470人、

死者６６０人という統計数字が算出されている

(20)。乾隆二（1737）年の遭難船救護・送還規

定（21）によると、遭難漂着人に対する食料・衣

料などの支給、船舶の修理、積載貨物の収集・返

還などの行き届いた救謹措圃が中国側の全額負担

で講じられることになっているので、漂着琉球人

にもこの規定が適用されたことは言うまでもな

い。また、琉球人が中国沿岸のどの地域に漂着し

た場合でも、漂着地から福州琉球館まで、中国当

局が責任をもって護送し、福州琉球館に滞在中の

生活物資をも支給するだけでなく、積載貨物の貿

易についても免税措圃を識ずることになっていた

－３１１－
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商）と接触していたので、中国各地の情報は土通

事や球商を通じて入手することができたわけであ

る。従って、中国が戦争や内乱で混乱状態に陥っ

た時期には、福州琉球館は中国情報を収集する機

能を発揮した（26)。

たとえば、アヘン戦争の時期には、広東の情報

は球商（客商）を通じて琉球館の存留通事へ伝え

られた。欽差大臣として広東へ派遣された林則除

も、広東に来ていた球商（琉球館客商）に託して

郷里の福州へ手紙を送っている（27)。また太平

天国軍が蘇州を攻盤した時の状況も、球商を通じ

て琉球館へもたらされた(28)。この情報は最終

的には江戸の徳川幕府へも伝達されたが、その情

報伝達ルートは球商→士通事→存留通事→琉球王

府→薩摩藩→江戸幕府という経路だった。幕府や

薩摩は中国内の戦争や内乱の情報を、福州琉球館

を通じてほぼリアルタイムで入手することができ

たことに注目しておきたい。

以上のように、福州琉球館は第一に北京へ出発

するまでの進貢使節団や福州駐在の琉球役人らの

宿泊施設兼執務所として、第二に中琉貿易のセン

ターとして、第三に中琉文化交流の拠点として、

第四に漂着琉球人の収用・送還センターとして、

第五に客死した琉球人の位牌安置所として、第六

に中国情報収集の拠点として機能し、中琉関係史

において重要な役割を果たしたわけであるが、福

州琉球館の役割については、西洋人の側からも注

目されていた。そこで次に、西洋人は福州琉球館

をどのように見ていたのか、という視点から琉球

館の役割を検討してみたい。

(22)。

要するに、中国に漂着した琉球人は中国当局の

手厚い保護を受けて一旦福州琉球館へ収用され、

進貢船や接貢船に便乗して帰国するか、あるいは

修理してもらった漂着船で帰国することができた

わけである。従って、福州琉球館は漂籍琉球人の

収用センターとして機能し、漂着琉球人の世話や

送還業務は、琉球館駐在の琉球役人、即ち存留通

事などの重要な仕事の一つであった。

第五に、福州琉球館は中国大陸で客死した琉球

人の位牌を安置する場所として位置づけられてい

た。中国と琉球の冊封進貢関係が継続した明清時

代に、進貢船や接貢船で中国へわたり公務に従事

している最中に客死した琉球人や、民間船で漂着

して中国大陸で客死した琉球人がどれほどの人数

に達するのか確定し難いけれども、かなりの人々

が客死したものと思われる。客死した人々の位牌

を安置するために、程順則らが琉球館内の天妃宮

の傍らに崇報祠（位牌殿）を創建したのは、康煕

30年（1691年）のことであった（23)。

１９３０年代初頭に東恩納寛惇が琉球館を訪れた

時には、客死した琉球人の位牌900枚余りが残存

していたと言われる（24)。なお、この時点まで

に死去した琉球人578人の内、墓所の確認できる

者は490人、墓所不明の者88人、琉球へ送って

埋葬した者16人とのことである。福州の各地に点

在していた琉球人墓の多くは長い時間を経て消失

したが、最近の十数年間に、福建師範大学の徐恭

生先生らによって福州だけでなく中国各地で若干

の琉球人墓が発見された（25)。現在、福州市は

琉球人墓の集中する一帯を「琉球墓園」として整

備し、管理している。墓所の確認できる者の外、

墓所不明の者の位牌も含めて、琉球館内の崇報祠

(位牌殿）には中国で客死したすべての琉球人の

位牌が安霞されていたことに留意しておきたい。

福州琉球館の役割（機能）として最後に注目す

べき点は、中国情報収集の拠点であったというこ

とである。もっとも、福州琉球館に駐在する琉球

人は昼間に福州市内へ出かけるのは自由であった

が、福州以外の地方へ出かけることはできなかっ

たので、情報収集の可能性は当然限られていた。

しかし、福州駐在の琉球人、即ち存留通事などは、

職務上、日常的に±通事（河口通事）や球商（客

四西洋側から見た福州琉球館

西洋人のなかでもイギリス人は18世紀後半の産

業革命を背景に、中国との貿易に関心を高め、_入

超続きの中英貿易を改善するために使節団を中国

へ派遣した。第一回目の使節団が有名なマカート

ニー使節団である。このマカートニー使節団が北

京での交渉に失敗して､陸路広州へ向かう途中で、

福州から北京へ向かう琉球の進貢使節団と遭遇し

会見している。1793年の１１月１８日のことである

が、マカートニーはこの日の日記に会見の様子を

詳細に記録し、その中で琉球が定期的に中国へ進
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貢使節閃を派遣していることに注目して、「もし

事情が許すならば、この琉球諸島を探険すること

はむだではあるまいと思う」と琉球への関心をよ

せている（29)。勿論、琉球使節がマカートニー

ヘ語ったとされることが歴史的事実とすべて合致

しているわけではないけれども、イギリスと中国

との貿易問題という文脈の中で、琉球王国に関心

を寄せていることに注目すべきであろう。

１９世紀に入ると、イギリスの中国や琉球への関

心は益々増大し、１８３２年にはイギリス東印度会

社所属のアマースト号が貿易拡大の可能性を探る

ために非合法的に中国沿岸の各地から朝鮮半島を

回って琉球の那覇へも寄港し、琉球当局に貿易を

要求している（30)。アヘン戦争の最中には、イ

ギリス艦隊の一部がしきりに琉球列島へ接近し、

無断上陸して牛・鶏・山羊・野菜などの生鮮食料

品を手に入れ、あるいは強奪する事件が相次いで

発生している（31)。

アヘン戦争の最終局面で、中英講和交渉が繰り

返された際には、イギリス側は福州を含む五つの

都市を開港するよう要求した。なぜイギリスは福

州の開港を要求したのかと言えば、第一に福州が

著名な武騨茶の集散地であること、第二に福州に

は琉球館があって中琉貿易の拠点となっているこ

と、この二つの事実を理由に挙げて、イギリスに

も琉球と同様に福州で貿易する権利を認めるよう

に要求したわけである。中国側は他の四都市の開

港には同意しながらも、福州の開港には最後まで

難色を示し、再交渉を主張して抵抗したが、中国

側が福州の開港を回避しようとした理由もまた、

福州には琉球館があって中琉関係の窓口となって

おり、イギリスが入り込んでくることによって中

琉関係に悪影響が及ぶことを懸念していたのであ

る（32)。つまり、中英の双方とも、中英貿易関

係や中琉冊封進貢関係の行方を左右する重要な指

標として、福州琉球館の存在に注目していたわけ

である.

中国側の反対を押し切って、南京条約で福州が

開港都市の一つに指定された後、福州の港にはイ

ギリスやアメリカの船舶が姿を現した。アヘン戦

争直後の1843年（道光23年）にアメリカ船一隻、

44年（道光24年）にイギリス船一隻、４５年（道

光25年）にはイギリス船三隻が商売などを目的に

福州へ寄港したことが確認される（33)。

1844年の六月に南京条約の規定にしたがって

福州が公式に開港されると、イギリスは李太郭

(ＧＴレイ）を領事として福州へ派遣した。李太

郭〈レイ）は福州城内の積翠寺を領事館として薇

極的に活動を開始し、屡々城外の琉球館をも訪問

して中国側の土通事を仲介として琉球側の存留通

事と会見したり、南京条約の写しを手渡して琉球

との直接貿易の可能性を探っている（34)。しか

し、中国側の官僚層や琉球館の琉球役人たちの消

極的対応もあって、開港後10年ほどの間は、イギ

リスの福州貿易は期待通りにはいかなかった。

1850年代に福州領事代理を勤めた通訳官のシ

ンクレアは、イギリスの福州貿易が振るわない原

因を検討するなかで、琉球の進貢貿易に強い関心

を向け、進貢貿易を利用してイギリス製品を琉球

経由で日本へ輸出することを提案し、また琉球館

付きの御用商人として位麗づけられていた球商を

利用してイギリス製品を中国内陸へ持ち込むこと

を計画した（35)。勿論、シンクレアらの提案や

計画は福州と上海の貿易競合などもあって十分成

功したわけではないが、中琉貿易の中でもイギリ

ス製品などの西洋貨物が次第に増加していく傾向

が強まり（36)、1860年代以後になると、福州開

港の影響はかなり明瞭に認められるようになる。

福州琉球館にも歴史的転換期の激動の余波が押し

寄せつつあったわけである。

五廃琉置県処分前後の福州琉球館

1866年に清国から琉球へ派遣された最後の冊

封使（正使＝趙新）によって、尚泰が正式に琉球

国王に川封され、琉球国は東アジアの－独立国と

して宗主国の清国皇帝から認知されたが、その二

年後に明治政府が成立して国境画定に着手する

と、従来、日本と中国に「両属」してきた琉球国

は東アジアの一独立国としての地位を脅かされ、

70年代以後、その主権（帰属）問題が日中間の外

交問題として急浮上することになる（37)。

１８７４年に進貢使節が従来通り中国へ派遣され

ると、その翌年、明治政府は琉球国に対して中国

との関係を断絶するよう命令したので、前年の７４

年に派遣された進貢便の毛精長（国頭親方盛乗）
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が、中国に亡命していた琉球人たちの抵抗によっ

て実現せず、日清戦争に至るまで琉球問題は懸案

のまま据え置かれた。この間、福州琉球館には常

時数十名の琉球人が滞在して福州当局などに琉球

救国のための援助を要請し続けたので、福州琉球

館は琉球救国運動の拠点として重要な役割を果た

し続けることになる（44)。

日清戦争の後、琉球館に滞在していた琉球人た

ちの多くは救国運動を締めて帰国するが、他方で

は入れ替わりに救国運動を継続するため琉球から

福州へ密航する者も後を絶たなかった（45)。さ

らに、２０世紀初頭の日露戦争の前後には、儀間正

忠（胡月亭）兄弟五名のように、徴兵を忌避して

福州へ渡った者もいた。儀間顧忠はその後30年余

の間、福州琉球館に居住し、太吉茶桟というお茶

製造工場を経営して、お茶を沖縄へ輸出するなど、

中国と仲純との貿易に従事したが、1930年代の

後半に沖縄へ引き上げたと言われている（46).

福州琉球館は廃琉置県によって琉球国の大使館と

もいうべき本来の役割を喪失しながらも、太平洋

戦争直前まで、民間レベルでは中国と沖縄を結び

つける拠点の一つとして機能していたわけであ

る。

太平洋戦争後の40年ほどの間は、中国と沖縄の

交流はさまざまの理由で断絶せざるを得なかった

けれども、２０世紀の80年代後半以降に再び復活

し、さらに活発な交流が始まったことによって、

福州琉球館の歴史的役割も再度見直されつつある。

願わくば、２１世紀における沖縄と福州、日本と中

国の交流の拠点として再現したいものである。

らは帰国できなくなった。その間、琉球当局は明

治政府に命令の撤回を求めて東京へ請願使節団を

派遣し、琉球救国請願運動を展開し始める（38)。

東京における請願使節団の一人であった向徳宏

(幸地朝常）が秘かに琉球へ帰国した後、1876年

に林世功・禁大鼎らを引き連れて福州へ密航し、

福州当局に明治政府の命令で琉球が存亡の危機に

瀕していると訴えるに至る。琉球の訴えを受けて、

中国側も琉球への干渉を止めさせるために明治政

府と外交交渉をはじめるわけであるが、明治政府

は琉球側の請願や中国側の抗繊を一切無視して、

1879年４月に廃琉置県、つまり琉球国を廃滅し

て沖縄県を置くことを宣言した（39)。

しかし、その直後に中国と日本を訪問したアメ

リカの前任大統領グラントの仲介で、日中両国は

琉球問題をめぐる外交交渉を始め、琉球列島を日

中両国に分割する条約（琉球分割条約）を、

1880年10月２１日に妥結し、１０日後に調印するこ

とまで約束するに至る。その前後に、中国の福州

をはじめ上海・天津・北京・南京などでは、条約

調印に反対する琉球人たちの運動が激しく繰り広

げられ､北京では林世功が琉球分割条約に抗議し、

自決して果てた（40)。

琉球人たちの激しい調印阻止運動に直面して、

中国当局は調印に踏み切ることができず、琉球分

割条約はひとまず廃案となるが、日中両国とも内

外の事情に迫られて、1881年後半から８２年前半

にかけて、再び琉球分割条約の復活交渉を繰り返

した（41)。

琉球側では、分割条約の復活を阻止するため、

最後の三司官の一人であった毛鳳来（富川盛奎）

を、１８８２年の前半に請願代表として中国へ派遣

した。毛鳳来（富川盛奎）は福州へ密航すると、

直ちに北京へ赴き、総理衙門や礼部などに琉球分

割に反対する請願響を提出し、中国で活動してい

た琉球人たちと合流して、そのリーダーとして琉

球救国運動を継続する（42)。中国側当局者も琉

球側の意思を無視することができなかったので、

日本側からの積極的な働きかけにもかかわらず、

再度の分割交渉もついに成功するには至らなかっ

た（43)。

琉球分割条約の復活交渉が失敗した後も、日清

両国は琉球問題の解決策をあれこれと模索する
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注

(1)『琉球・LPlm交流史研究』（平成１１～１３年度科学研

究補助金研究成果報告、「史跡調査響（琉球ル研究

代表者・上里賢一.、琉球大学法文学部、平成14年３

月）

(2)首里城研究グループ編『首里城入門その建築と

歴史』（ひるぎ社、1989年）

(3)『琉球・中国交流史研究』（平成11～13年度科学研

究補助金研究成果報告、「明滴時期福州中琉関係史

跡考（徐恭生・謝必麓・傅朗)小研究代表者・上里

賢一、琉球大学法文学部、平成14年３月）

(4)西里喜行「珊封進貢体制の三つの側面（機能)」

（『清米中琉日関係史の研究』、京都大学学術出版会、

2005年）参照

(5)池宮・小渡・田名編『久米村一歴史と人物一』

（ひるぎ社、1993年）参照

(6)西里喜行「滑代光緒年間のく琉球国難民〉漂着事

件について－－救国運動との関連を中心に－－」

（『第二回琉球・中国交渉史に関するシンポジウム論

文集』、沖縄県立図書館、1995年)、赤嶺守「澗代の

琉球標流民送還体制について」（『東洋史研究』第５８

巻第3号)、渡辺美季「消代中国における漂着民の処

隠と琉球（１）,（２）」（『南島史学』第５４．５５号）

(7)梅木哲人「福州柔遠駅と琉球・中国関係」（『中国

福建省．琉球列島交渉史の研究』第一書房、1995年）

参照

(8)『歴代宝案』第一集第一四巻第一○号文書（『歴代

室案』校訂本、464～465頁、訳注本、458～459頁）

(9)深澤秋人「福州琉球館の構造と改修」（『琉球王国

評定所文書』第一・六巻、巻頭論文）参照

(1o）李莉「明滴福州琉球館考」（『福建師範大学学報」

哲学社会科学版、2002年第４期）参照

(11）深澤秋人「福州琉球館の構造と改修」（『琉球王国

評定所文書』第一六巻、巻頭論文）参照

(12）琉球館貿易の手続きとプロセスに関する『歴代宝

案」文書の記録は次の通りである。
１，と

（前側:）又、恩を体例に甑む等の事の為にす。道

光二十三年十月十八m、総督部堂劉（韻珂）の批を

泰けたる本司の評に、

「査するに．琉球国の進接翼の船鰹間に到れば、

向に館を開きて貿易するを推す。弦に本年、該国の

接貫船隻liMに到る.署福防同知の詳に拠るに、

『琉球国接貢の存鶴通事の毛嘉桐．例に照らして

示を給し、館を開きて貿易するを呈譜するに拠り、

相い応に向例に楯照して其の請う所を准すべし。（中

略>』とあり。価って憲行を遵奉し、看管の員役を厳

筋し、留心して稽察せしめ、開館の日より始めと為

し、免換せる出入の貨物を験明し、日に按じて摺報

せしめ、丼びに開館の日期を将て先に通報を行わし

め、把駅の員弁・兵役の晒規を瀞索するを許さず、

附近の土梶・好民の館に入りて勾通局寵し、禁物を

串帯し、額を邇えて弊を滋すを厳禁す。土通事をし

て交易の客商の姓名・免貿の物件を将て名に按じて
おわ

摺報せしめ、］！】F竣れば讃して福防庁をして細冊を紫

造し、司に送らしめて査核せんとす。（中略）示を絵

して柔還駅に実ハル暁諭するを除くの外、理として

合に摺報すべし。伏して察核して批示せらるるを候

つ」等の由あり。

批を奉けたるに、詳に拠り己に悉れり、価お撫部

院の批示を侯て、撤す、とあり。同日又巡撫部院劉

(鴻鞠）の批を素けたるに、祥に拠り己に悉れり。
かえ

(中略）鰍す、各等の因あり。比を翠けたり。

又、恩を体例に蝋む等の事の為にす。

道光二十四年四月二十九日、総督部堂劉（顔珂）

の批を準けたる本司の詳に、

「看得たるに、琉球国の接貢船隻間に来たれば、

官伴・水梢人等の帯來せる銀両並びに土産の物件は、

(中略）福防同知に徴筋して厳しく趨緊に貿易するを

催し、完竣したれば験明し、冊を造りて結を取り詳
おわ

報せしめ去後れり。葱に兼署福防同知王江の詳報Iご

拠るに、

『琉球国の接貫船内の帯來せる土産の貨物並びに官

伴・水梢の随帯せる銀両は、道光二十三年十月初十

日に千て館を開きて貿易し、本年四月二十四日に至

って完竣せり。（中略）本年五月初二日を択びて駅を

離れて舟に登る。経に該庁、館に諸りて勘験し、花

名・清冊を道具し、先に客を給するを行い、週発し

て回国せしめんことを詳請す』とあり。井びに『南

台主簿の汪培に札筋して該夷人を監督せしめ、帯び

る所の貨物を将て盤験して舟に入れ、完竣したれば
、いぶん

数冊・甘結を取具し、易文にて結をｶﾛえて詳もて送

る』各等の由を声明して前來せり６

本司査するに、琉球国の接貢官伴は、現に五月初

二日に於いて駅を離れて舟に登ると具報するに拠り、

相い応に歴届の接貢各船の回国の例を査照して、先

に祥明して客を給するを行い、（中略）遮発して回国
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安んぞ敢えて混楳し自ら罪炭を取らんや」等の情あ

りて前來し、鐸等に到る。

今、旨を奉じて筋禁すること厳切なるの事理を稽

査し訳諭せしむるを譲り、灘みて存留通事林水隆等

の口称を将て、鍵に拠りて回秘す。伏して大老爺の

察騨施行せられんことを乞う。此れが為めに具撹す。

須く綴に狼るべき背なり（『兇巣文集』３２号又》!》）

なお．貿易の完了が遅れたことについての上通辨

の貴任問題に関する史料は、次の通りである

①琉球国の存留通事察元鳳等より大老爺〔海防同知〕

あて、糸綱貿易の実情に関する回答書

琉球風の存留通事禁元鳳等、災に拠りて191明せんが

鯛の為めにす。

切に､鳳等は辺海の'1,邦にして所有の糸綱は以て

|塑ｌｌｌｌにin〔し、悉く絵を天０１ﾘIに仰ぐ。科らずも．今年

森阪遅滞す。ＵＵくも｣:激を大老爺より譲る。大老鋪、
Mrr

天心{二愛もて牌を行りて屡々催せり。鳳等、感激iili

なし。似、鳳等の両船の員伴もまた自ら蟻命を借し

みて上緊に辨理するを知る。刻下、詞査するに、糸

綱の客商は陸続として即ちに到る。消湖に夫なく、
ゆえ

M『城に船なく、所以に遅滞せりとの縁由に因り、日

内に－たび到れば、刻即に交易し、随即に報竣すべ

し。験せられて週発し回国せしめんことを請う。京

に進むに至っては、倶に束袋しつつ在り。（中略）叩

きて乞うらくは、大老爺、格外に三四日を周全せら
しゃけつ

れ、恩を全うし徳を全うされんことを。挙国､､結せ

ん。切に奥す。

乾隆六年七月二十五日粟す（『呈奥文集」５３号文書）

②琉球国の正使翁鴻業より大老爺〔海防同知〕あて、

土通事三人の逮捕連行を止めて頂きたい旨の請願轡

琉球国の正使にして紫巾宮の翁鴻業、都通事・使

者・通事を率領し、懇ろに大老爺に天恩を求む。本

月二十五日、存留通事の察元鳳、台下に具菓し、批

を譲りたるに、姑く情に拠りて娠報するを准さる。

感激尽きず。また批を譲りたるに、一面土通事三人

を鎖傘して解究せしむ等の因あり。業等、憶恐に勝
たし

えず。伏して思うに、糸綱}ま委かに客販の未だ到ら
よ

ざるIご縁り、交易するに従しなし。是れ通事の怠玩

ならず。且つ三人は事を緋じて多年、併びに過犯な
」]く

し。若し鎖傘して可に解れば、業等の心また順｢んぞ

安からん。巳むをえず飛奔して、叩きて乞うらくは、

大老爺、始めより終わりまで恩を全うし、通事を解

るを免れんことを。錨して限三四日を覚め、立即に

せしめんとす。（中略）題せられんことを祥諭す」等

の由あり。
｡】ぷ

批を素けたる'二．詳の如く客を締して備さに該国

王に移して査照せしめよ、（中略）激す、冊は存す、

とあり。又、五月初一日に於て巡撫撫院劉（鴻糊）

の批を筆けたるに、群の如く苔を船し、備に該国王

に移して査照せしめよ、（中略）繊す、冊は存す、谷

等の因あり。此れを泰けたり（道光二十四年五月初

三日、『歴代強案」訳注本第13冊、102～105頁）

(13）西里喜行「中琉交渉史における士通事と牙行（球

商)」（｢琉球大学教育学部紀要』第50染、1997年３月）

(14）土通事による琉球館貿易の実態鯛査報告の事例と

して、次の史料を錆げておきたい（土通事鄭任鐸等

より大老爺〔海防同知〕あて、指示に従い琉球の官

伴水梢の鉄鍋鯛入の実態を稽査せし旨の報告)。

琉球国に伝訳するの引礼通冒ﾘｷﾞ鄭任鋼聯、上iiiiiを欽泰

せんが鯛の為にす。本年三月初四日、大老爺の億票

を譲りたるに、
めい

「鐸等に仰ず。速速に存留の林永隆等Iご訳諭し、

該国の存留・接貫官伴の水梢は人数鍵んどなきに、
かく

何を以て力〕鉄鍋を用いること許の如きの多きや、是

れ夫帯して出拝するの惰弊なるや否やを稽査し、実

に拠りて回覆せしめよ。事は旨を奉じて筋禁するこ

と厳切なるに関れば．刻延して率混榎覆し、詳究に

おいて便ならざるを致すを得るなかれ」等の因あり。

鐸等に到る。此を蕊けたり。

随いで、該鐸等遵いて即ちに存留の林永隆等に細か

に訳諭を加えたるところ、陸等のロ称するに拠るに、

「遡れば敵国納款より以来．隙々部文を奉じ、鉄

鋼・兵器等の物は筋して厳禁を行う。遵奉己に久し

くして案に在り。凡そ進賞・接貫間に到りて舗むる

所の鉄鍋の大小の尺寸は、１１１}を臭えて国王に報明し、
はじたび

査照明白ならしめてﾌﾎﾉめて敢えて帯用す。此の番、
ほと

接貢船ni來するに、人数幾んどなきと雛も、官伴水

梢は計るに八十二凰名あり。併せて進賃王翼向克済

等の官伴二十五鼠名を附搭し、および進貢存留毛如

徳等の官伴一十三員名を附搭せり。共計一百二十員

名なり。需要の鉄鋼一百零四口の者あり。宮は則ち

数ロを多用し、梢伴もまた－人一口に当たる。査を

譲りたるに、倶に実報の口数に係る。大小の尺寸は

冊に在り。安んぞ敢えて爽帯するの情弊ならんや。

況や隆等、天朝に納款し、荷けなくも皇恩憲徳の優

仙を蒙むれば、自ずから当さに法度に潔遵すべし。
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使者に厳諭して避早に報竣しＩｉＪ１Ｍせしめんことを淵

う。敢えて火心仁愛に負かず゜切にｌｉｉ１す。

乾隆六年七月二十六日臭う。（『呈巣文築｣54号文諜)。

(15）客商（球商）の注文品１１１M選の時)01と方法にllIlする

史料については、次の二件を参照されたい。

①渡唐役人の注文品購入のプロセスと客商（球商）

への渡唐銀前渡しについての史料

琉球より年々唐江参候儀、近年御銀下方運御座侯故、

正月又者二月比琉球致出帆、店江宥三四月比致蒋、

夫より御買物御注文井琉球入用之鮎々注文取揃、館

屋立入之商人江相渡候儀、五六月比二相成申侯、夫

より三四百里上方へ右商人致出立、同年九月十五日

限、御注文之品々等質求来侯証文、右商人より請取

遜申事二御座侯へ共、九月十五日比二者上方より貿

下不申、漸十月末又者十一月に掛り風来候由二而、

品物相請取申事二御座侯。（中略）銀子之儀者、頭二

而商人共江相渡候儀二而、仮令品位不宜候而茂、謂

取不申候而者、右通銀子者最前相渡候事二而、外二

可仕様無御座侯〔『琉球館文讐』３４～35頁、安永2年

末（1774)〕

②客商（球商）への渡唐銀前渡慣習成立の契機と時

期に関する史料

頭二而銀子商人共江相渡候蟻、曾而不仕筈御座侯へ

共、銀子相渡不申候而者、商人共合点不仕儀故、無

是非右次第二御座侯。此以前二者、商人共自分計を

以、都而品物質下為被居由候へ共、右商人共所帯方

篭迫、自分計不相調候付、琉人唐江参瀞之上御注文

杯相渡、夫より上方表江罷越候次第二而、銀子相渡

不申候得者請合不申侯付、外二可仕様無御座侯故、

至極心避千万之事与者乍存、右通仕来申侯〔『琉球館

文轡』３５～36頁、安永2年末（1774)〕

なおまた、客商（球商）が琉球側の注文品を鱗入

する地域については、次の史料を参照されたい。

①琉球渡唐役人と客商（球商）＝Ｔ鳳密との注文品

購入契約と契約履行のプロセスについての史料

接貢船之儀、去年〔道光231843年〕九月九日那鯛

川出帆、追風好直如唐通船仕．Iril十三日乍与申外山

見掛、同日定海之沖江碇を卸、同十四日同所出帆、

同ロ怡山院参着、（に'１略）御物館臓iJZ取卸、宏揃仕IF

侯。然者、御用物調達力之儀付而瀞、段々分ケ而被

仰渡趣承知仕候付、早速、丁鳳番与申商人相招、緒

反物、御本通辛樋位宜を致吟味、去年通．六割二分

之部銀二而貿渡、当三月中限皆納可致通、堅約諾之

上．証文取憧、御銀、御注文御本切取添相渡、十月

十二日蘇州江差立、三月朔日より跡月十七日迄貿下、

相調部候処、賀欠貿不足無之、都而御本通位宜取入

申侯。福州鯛之御用物も十月廿日より漸々相納、是

又位能相見得侯付、取納仕持渡申侯。此旨宜様被仰

上可被下儀奉頼候。以上。

辰五月接賞船脇班者松山里之子親雲上（後略）

（『琉球王国評定所文書」第一巻、「卯秋走接貢船帰帆

改日記｣）

②客商（球商）による島津斉彬注文品鰯入不首尾の

報告

一図書集成全部、一白熊毛拾斤位、一黒右同拾斤

位、但、手本通

右者、先年より御注文被仰渡殿侯間．（中略）唐参

着、早速より福州表店々精々致探索侯得共、有合不

申侯付、蘇州・広東‘風門行商人共江委細頼入差遣

候処、彼表二而も求方段々相働為申方侯得共、見当

不申、興欠相成候段申出、無是非貿渡不申侯。（後

略)。（『琉球王国評定所文瞥」第一巻、「卯秋走接貢

船帰帆改日記｣）

(１６）「十家球商」の球商会館と天后宮改修に関する史

料は次の通りである（球商の天后宮重修に関する碑

文）

福州府間県の事を鋼鶏する同安縣正堂加五級記録十次

の樹、愈示もて錆ずるを憩う事の為にす。
けいすし､

道光十九年七月十五日、太保舗瓊水の球商Iこして天

后宮の簸事趨腐利・鄭玉和・李開茂・丁允中等の粟

に拠るに称すらく、

「窃かに、利等、貿易を生理し、航海往来は全く天

后の神麹の庇蔭に頼る。曾て道光三年の間において、

水部関外の太保鋪地方に在りて、瓊水の球商の天后
せんけん

宮を愈建し、香火を供奉して以て誠敬を庇んIこす。

当に経に粟もて前邑主に叩き、批准を豪りて案に在

り。時たる己に久しく、道光十四年の間において、

また大水の沖浸を被り､増垣傾き篭れ､且つ基祉迫
り狭まり、神建を安んずる所以には非ず。葱に経に

利等厘金を鳩集し、宮の青地一所を鱗賀し、価おIB

tll』に就きて拓き寛めて修造し、祀典を昭かにして以

て廟貌を鋼たらしめんとす。謹んで本年七月十九日

の吉時を択びて工を興さんとす。（中略）惟だ工程浩

大にして匠作の人数頗る多ければ、誠に事端を滋生

して以て地梶籍端し蝿樋するに及ぶを恐る。已むを

得ず楠を瀝し、傭推して案に存し、示を絵して厳禁
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たことについては、次の史料を参11Mされたい。

①（道光１９年雌/1）二’六|川蕊亥。Ⅱi$oGil陰群米

絡縄、Ｗｔｌｌ制軍・恰撫箙・関提督・像使倶ｲliiilMM1飯鍍

懇。下A1:答I;Ｉｉ数客、晩回。夜、作家緋…封（Lrr:鯛

説号)、，iE福州琉球館縛I断儒)鋤１IflHl（『林HIl徐Ｈｕｌｌ

ＩｊＵ．ご亥ﾄliid333画）

②（逆光１９ｲﾄﾞﾆ月）‐t＋･（１１，壬辰。陰。感腿。締

nltiHijIiii帖、過委員赴爽鮒、諭令蝿人出典不W$鴉llIilj

緒。苑lBI1rli家灘一・封、編己字上皇鍔、111福州群IWiTlM

馬滞去（『林則徐集』lEl記斫ご亥Hiiu、335～33611）

(28）真栄平房昭「幕末期の海外情報と琉球一人平ｋ

ｌｍ１の乱を中心に－－』（『琉球・ｉＩｌ１縄一一その歴史と

Ｈ本史像｣、雄山閥、昭ﾎﾟ｢162ｲ1:）参照

(29）マカートニーの琉球使節会見の顛末は、その日記

によれば、次の通りである。

（1793ｲ1K）十一・月１.八Ｈ（H1MMltl）〔Iiii略〕今夕、

韮大人が私の船へ冤人の貴公子を連れて来て、北戚

へ赴く途中の琉球諸踏の国王の使節であるとして仏

に紹介した。琉球国王は二年に一回、定期的にこの

ような使節を福建省の腱門に送り（この港だけが、

この外国の人々に対して開かれている)、そこからこ

の道を通って皇帝の許へ、彼らの主君に代わって忠

順の誓いと貢物とをささげるために赴く。彼らは中

国語を上手に話すが、自国語をも有している。それ

が日本糖に近いのか朝鮮語に近いのか、私にはよく

わからなかった。彼らの話によると、ヨーロッパの

船はまだ琉球諸島に寄港したことがないが、もし来

航すれば歓迎されるであろう。外国との交際に対す

る禁令はない。首都からほど遠くない所に、どんな

大きな船でも停泊させることのできる良い港がある。

そこは町も人口もかなり大きい。琉球では茶ができ

るが、質は中国のものにはるかに劣る。また、鍋と

鉄の鉱IUがたくさんある。金鉱と銀鉱はまだ発見さ

れていない。（｢|]略）地理的位置からいうと、この諸

繍は当然、中国人か日本人のいずれかに所屈すべき

ものであるが．彼らは前者の方の保鍍を受けること

を選んだ。それで、主樋者が死亡すると、後継者は

北京から一種の授封ないしは確認を受ける。日本人

は隣の国々に対しては何らの関心も持たず、ビ1分lfl

身の帝国のことだけに専心することで満足しており、

自国の沿岸を離れて遠出することはまれであり、ｌ当ｊ

国の海岸に他国人が来航することも好まないとい

う風に見うけられる。もし事情が許すならば、この

せんこん

せんことを愈懇す」等の情、Mjiiに到る。此れを拠け

たり。（中略）
あつ

現在、該董事の趨腐利等は資を鳩めて地を鯛し'、

吉を択びて璽修しつつあり。（中略）之を示すの後よ

り．務めて宜しく共に相い誠勉すべし。前に畑って

臓物を将て堆塞し以て螂端を滋生するに及ぶを杵す

母かれ。（後略）

道光十九+I:七月廿六E1給す（僻衣凌「禍州琉球j、

商史跡調査記」『橘処対外貿易史研究』所収）

(17）上里資…「文化交流拠点としての繍州柔遠駅一

王鍵繍『柔遠駅草』を中心に－」（r琉球．中国交

流史研究』科研澱研究成果報衙溌、平成１４年）

(18）深鰹秋人「琉球使節における勤学人」（『栃木史学」

粥1.,号、平成|･ｲ１２汀i〕参照

(19）ｌ:蝋賢…「文化交流拠点としての橘州柔遠駅一一

ゼピ瀧禰「柔遠駅戚』を'１１心に－－」〈『琉球・'''1K1交

流史研究」科研ＭＩＩ研究成果轍《肘i勝、平成14ｲl{）

(20）四塁喜行「術代光緒年IHIの〈琉球国難民〉襟瀞事

件について－－救国運動との関連を中心に￣￣」

（『第二回琉球・中国交渉史に関するシンポジウム論

文集｣、沖綱県立図謬館、1995年）

(21）『高宗実録」巻五二によれば、「朕思うに、沿海の

地方には常に外国船隻の風にHMIいて境内に漂い至る

者あり。（中略）外邦の民人既に中華に到れば、登に

一夫の所を失わしむくけんや。嗣後もし此の似き風

を被りて漂泊するの入船あれば、該督撫に著して有

司を督率し、加意撫慨し、存公銀両を動用し、衣料

を賞給し、舟栂を修理し、並びに貨物を将て査還し、

遣りて本国へ帰らしめ、以て朕が遠人を懐柔するの

至意を示せ。此れを将て氷く著して例と為せ」とあ

る。

(22）愈玉儲「再論情代中国和琉球的劉易一縦諭中琉

互救漂凪難船的活動一」（第二獺琉球・中lXl交渉山

研討会論文巣』．沖繩県立園響餓、1995年3ﾉｲ）

(23〉程噸則『柔遠駅崇報iiiilliil』

(24）東恩納寛惇「素・ビルマ・印度」（『東恩納寛惇全

集」３．第一審房）

(25）徐恭生著（西里．上里共訳）『中国．琉球交流史』

（ひるぎ社、1991年）参照

(26）西里喜行「中琉交渉史における土通事と牙行（球

商)」（『琉球大学教育学部紀要』第50集、1997年）

(27）林則徐が福州琉球館客商（球商）に醤函を託送し
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(39）西里喜行「日清外交の基調と廃琉置県処分」（r漉

未中琉日関係史の研究｣、京都大学学術出版会、

2005年）参照

(40）西里喜行「琉臣殉義事件考一林世功の自刃とそ

の周辺一」（『球賜諭叢』、ひるぎ社、１８９６年）参

照

(41）西里喜行「琉球分割条約廃案後の日溜外交と琉球

問題」（『綱末中琉日関係史の研究｣、京郷大学学術出

版会、2005年）参照

(42）西里喜行「毛鳳来（富川盛奎）の澗国亡命事件と

その周辺一新たな救国調願轡の紹介を兼ねて－」

（『第五届中琉歴史関係学術会搬論文無』、福建教育出

版社、1996年７月）

(43）西里喜行「琉球分割条約廃案後の日溜外交と琉球

問題」（『消末中琉日関係史の研究｣，京都大学学術出

版会、2005年）

(44）西里喜行「琉球救国運動と日本．澗国」（『沖縄文

化研究』１３、法政大学沖縄文化研究所、1987年）参

照

(45〉西里喜行「清代光緒年間のく琉球国難民〉潔藩事

件について－－救国運動との関連を中心に－－ｊ

（r第二回琉球・中国交渉史に関するシンポジウム鏑

文集｣、沖繩県立図聾館、1995年）

(46）多和田冥助『福州琉球館物砺歴史と人間模様」

（ひるぎ社、1989年）

琉球諸島を探検することはむだではあるまいと思う

（マカートニー苫・坂1Hf正高訳i]Ｚ「『１１国肋間便IYii日紀』

平凡社、東洋文噸277,176～177頁ルマカートニ

ーの記録には、艦干の誤りが含まれていることに留

意すべきであろう。

(30）西型喜行「川封進貢体制の動揺とその鰭契機一

嘉慶・道光期の中琉関係を中心に－」（『澗末中琉

日関係史の研究』、京都大学学術出版会、２００５年）

参照

(31）『球陽』巻二一・（『球陽』原文編四六六～[四六七頁、

角川書店）

(32）西里喜行「ＩＩＢ封進貢体制の動揺とその緒契機一

嘉慶・逆光期の中琉関係を中心に－」（『摘末中流

日関係史の研究｣、京都大学学術出版会、2005年）

参照

(33）「英吉利一件御届一（r琉球王国評定所文謹』第二

巻『辰秋走進貢船帰帆日記」所収）

(34）深澤秋人「福州における琉球使節の構造一消代

の存留通事像を中心に－」（｢歴代宝案研究』第九

号、1998年３月）参照。

(35）岡本隆司『近代中国と海関』（名古屋大学出版会、

1999年）233～245頁参照

(36）上原派善「幕末期の琉球貿易」（『琉球王国評定所

文書刊行事業完了記念シンポジウム報告鱒』、浦添市

教育委員会、2002年)、真栄平房昭「開港後の琉球

貿易」（『沖繩県の歴史』．山川出版社、2004年７月）

(37）西騒喜行「|]糟外交の基調と廃琉樋県処分」（『滑

末中流日関係史の研究』、ｊｉ〔都大学学術出版会、

2005年）参照

（38）西馳喜行「琉球救国運動とロ本・滴圃」（『i''１縄文

化研究』１３、法政大学沖繩文化研究所、1987年）参

照

【付記】

本稿は放送大学の「特別講義」（テレビ2004年度）

のための榊鍍録に大幅な補訂と補注を加えて、再構成し

たものである。
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【図１】柔遠駅（琉球館）の図遥
鞍
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霧 甦迦ビ #Jｒ

霊′』5F函

嘘萱董

高岐『福建市舶提挙司志』による

【図２】琉球館貿易の手続きとプロセス

②士遡 (河口
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(監督）切間
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Ｉｌｉｌ１ｌ：’１１琉交渉史における編州琉球館の諸相

【表１】琉球館の改修工事年表

｡~~－－

４’

同
Ｒ氏ｌ動拾蝿

髄｜鰯

;iｌＥ

深澤秋人｢福州琉球館の構造と改修」（『琉球王国評定所文書』第一六巻、巻頭論文）による
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